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魚類の榮養に關する研究
（豆）Cellulose添加に依る蛋白消化
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　魚類の餌料中にほ，それが天然餌料にせよ又入工餌料にせよ，或る程度のいわゆる不消化物と考えられる

て〕elhlIose，Chit二n等を含有している。従つて之等不消化物の魚類栄養に及ぼす影響を検討することは養魚

事業の実施上にも，又天然餌料の質的価値判断の基礎としても重要なことと考えやれる。

　＿般に餌料の不消化成分は糞として緋泄されるから，それ自体で睦何等栄養的敷果はない。しかし動物が

傘慾の満足感を得ることは栄養学的満足とほ無関係であり，また各養分が純粋な状態で100％消化すべき’

ものであつても餌料として摂取する時は必ず不消化の部分を生ずる。故に餌料を魚に与えるにほ消化率の点

から考えれば適当の不消化物を含む事が経済的であるとも考えられる。

　従来餌料中の不消化物に関しては，魚類養殖学上颪接には注意されていなかつた。単に不消化物が多く含

熟ているとそ聾だけ酬的li匝値が讐となるかわ，その意鑓於て不靴伽含糧瀬欄し錬たの

である。

　我々ほ前報nに於て餌料栄養比の異る場含蛋白消化率がどの様に変化するかを見た結果，餌料中に含ま

．れる蛋白質量ほ，40～60％が適当で浅）ると報告したのであろが，今回ほこの蛋白量を有する餌料を基礎と

して，これに（）elluloseを基礎餌料に対して5％10％15％加え蛋白消化率に如何に影響するかを見

たので，その，結果を報告するo
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実　験　の部

　消化率測定力法及び計算

　消化率測定法及び計算は前報1）と全く同様である。実験魚は当才の金魚を使用した。

　供試餌料及び配合

　使用した馬肉蛋白質，澱粉，バター，M（・CoIIUm塩ほ前報1〉に用いたものと同一物を使用した・（）elluiose

としては東洋濾紙を紬切し，硝酸処理した後硝酸反応の消失するまで水洗したものを乾燥粉末にし，齢によ

つてMesil10G％と110％との間に得られたものを使用した。本CeIlulo轡は水分4・9％，灰分4・3％
（】o翻per　No．　0．17　であつたo

　　T翫正）le1．（〕QlYIposi七iOll　of　l1〕翫teri批lS　ill（liet　　　　給餌料の沓成分配合割合は第一表の通りで

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ある。Cel回・se添加量ほ，基礎饒料全体に
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対し約5％，10．％，15％である。表ほい

ずれも漁、体重100grに換算したものであるo

　実験結果及び考察

　実験結果は第2表以下第5表に示す通りで

ある。

　餌料区分ムでほ蛋白消化率平均95．9％，

B：93．8％1（1‘：95．4％，1）：94．8％と、
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よ・り測定した結巣，蛋白として61。25m9／1009

24幡2）であつた。増成蛋白質量は石田・花岡・都

築氏等3），に依れば大体本集験の規模に於て億体

重増加の14％程度である。従つて之等及び第6，

7表に依り上式中のEを各餌料区に就いて計算

すると，A区：1．65g聖，B区＝2。52g，・C区：

なりA区が優りB区，1）区，（〕区の順に悪くなつている。しかし之等ほ，いずれも高消化率を示し4区

の間には殆んど差はない様である。がA区に於て，最高97％，最低94％，B区に於て，96％から92

％，（〕区に於て、98％から91％，D区に於て，97％から88％までの変異があり，Celluloseが混入増

加した事に依つて3％，4％，7％，9％と変異も大きくなつている。これは不消化物が多量に混ずる場

合の消化は次第に不規則になるこ、とを示すものと考えられる。

　更に魚が畢取した餌料中体内に吸収されたものは・生命保持に用いられ5一部は増成に使用され，叉運動

及びそり他のe珊聡yとして利用される。才等の間には次の関係が成立するものと考えられる。即ち

　　　　　　　　　　　　　　吸収量一保持代謝量＝増成蛋白質量＋E

　　　　　　　　（但しIEは運動其の他のために体外に放出されたel／e聖yに相当すヒ

　　　　　　　　る蛋白量にして，以後これを生活en璽gy相当量と呼ぶことにする）．

　上式中，吸収量は実際に測定出来るし，保持代　　　　　　　　　　　　丁翫b】e　6

謝量ほ魚を蛋白鰻餓にした時に排泄される窒素量　　 　　
、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Colltrol　　　2，57gr一（0。31gr十〇、61gr）＝1．65gr

5　％

10％

3・91gr一（0。31gr＋0．78gr）一2．52gr

．3τ2◎9卜（0，31gr＋0．1gr）一2．88gr

15％ 3．41gr一）0．31g叶0．36gr）一2。64gr
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2．889，D区；2．649となる。

　従つて消化率はCelluloseを添加しても大差は見られないが，体重の増加，成肉係数及び生活energy

相当量等の点より見ると，（〕elluloseは添加しない方が今回の実験でほ良好の結果を得ている。増田・北野

氏等4）の発表も大体同様な結論を得ている。

　一方養殖餌料中植物性のものは粗繊維として米糠9．0，小麦粉0．8，麩8．6％5）を含んでいるが，人工

餌料としてこれ等は単独に使用されることは少なく，他の動物性餌料と混用されるために，実際ゐ給餌には

C“11ulose。の含有率ほ低下するものと考えられる。従つて今回我々が実験した結果より見れば，Cellulose

の含有量が多すぎたとも考えられるが，5％でも蛋白利用率を増加する方向には仇かなかつた事から，魚類

餌料中少量のCeIlulQseの存在は家畜の場合程に顕著な影響を示さぬのではな阜かと思われるD之に反し

多量のCe11uloseの存在は極めて有害で10％以上になれば，本実験中規模に於てほ時に驚死魚を生ずるQ

之等を解剖する≧腸管の所々にCelluloseが塊状を呈して所謂「糞詰」りの状聾を示している。

　本実験結果中C区が特に悪いこと及びCelhllose添加に依る生活energy相当量の増大に就いてほ今後

の研究に待たざるを得ないものと考える。、

結 論

　第1報で決定した基本餌料に約5，、10，15％のCelluloseを添加して金魚を飼育し，次ぎの如き結論を

得た

（1）餌料蛋白の消化率はCellul・seの添加こ依つ七余り影響されない。

　（2）　5日聞の体重増加は無添加のものが最も良く（1g），次ぎが5％区（0．6gr），15，％区（0・4gr）・

10％区（0ユ9T）の順に悪くなつた。

　（3）成肉係数に関しては0％区l　L63， 5％区こ2。65，10％区115，97｝15％区，4・35であつ

たo

　（4）　特に「生活energy相当量一吸収量一（保持代謝量＋増成蛋白質量）」を算定したる処体重100gr

5日間にづき0％区では1．65gr，5％区；2．5gr，10％区12。88gr，15％区12．64grを得た。

　（5）本実験中『qelluaose添加量の多い区には「糞詰り」的症状で麗死するものが多かつた。
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